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※令和3年12月時点の行事予定です。新型コロナウイルスの影響により変更の可能性があります。

■NEWS（令和3年6月～令和3年11月） 

■令和3年度行事予定（令和3年12月～令和4年4月）

12月3日(金)
1月29日(土)、30日(日)
2月12日(土)
2月25日(金)、26日(土)
3月16日(水)
3月25日(金)
4月6日(水)
4月7日(木)

大学院入試（2次）
歯科医師国家試験
学部AO入試Ⅲ期（第2次選考）
学部一般選抜入試（個別学力試験）
歯科医師国家試験合格発表
学位記授与式、謝恩会
入学式、歯学研究科オリエンテーション
歯学部オリエンテーション

■

■

令和3年度歯学部白衣授与式を挙行しました

■オンラインオープンキャンパス2021開催中

 

“オールデンタル” 事務主管について

■人事（令和3年5月～11月）

昇任
昇任
採用
採用
採用
採用
任期満了

8月
8月
8月
8月
9月

11月
5月

高橋 温
庄司 憲明
眞柳 弦
西岡 貴志
梶川 哲宏
竹内 研時
相田 潤

准教授
准教授
講師
講師
講師
准教授
教授

病院 障がい者歯科治療部
歯科医用情報学分野
歯学イノベーションリエゾンセンター
歯学イノベーションリエゾンセンター
病院 歯周病科
国際歯科保健学分野
歯学イノベーションリエゾンセンター
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　皆様、お元気にお過ごしでしょうか。
　新型コロナウイルス感染症の拡大の中で研究科長に就任して1年半
が過ぎました。戸惑いながらも、大学病院、医学系研究科等と共に星陵
地区としてのコロナ感染予防対策を行い、その中にあっても学生教育の
質と量を落とさぬようオンライン授業や講義室・実習室の連結による授
業、それを可能とするポータブル歯科ユニットの導入を行い、さらに
With/Postコロナ時代を見据えたデジタル歯学の導入検討を精力的に
進めてきました。コロナ禍は災害級の試練となりましたが、その中で大学
教育や働き方の再考をもたらしたことは収穫の一つと言えましょう。
　一方、2017年に東北大学は指定国立大学となり、大野英男総長の
リーダーシップのもと、歯学研究科として、研究力、国際力、社会共創力
を高めることが強く求められています。昨年4月に「歯学イノベーションリ
エゾンセンター」を研究科附属教育研究施設に格上げし、その「横ぐし機
能」を活かして個々の分野の教育・研究を繋ぎ、国際連携の一元化を強
化することで、様々なプロジェクトを「オール研究科」で実施可能となり
ました（図）。その基盤となる「インターフェイス口腔健康科学」のコンセ
プトは来年で創出20周年を迎え、様々なプロジェクトを生み出しながら
成長を続けています。昨夏には、「すべての食物は口から入る」「食は心身
の健康のみなもと」との考えから、歯学と食品科学と栄養学を連携・融合
する新たな学問「食学」を立ち上げました。インターフェイス口腔健康科
学が「口腔と歯学の再定義」だとすれば、「食学」は、その中で歯学の独自
性と普遍性を具現し、歯学をSDGsや社会共創に繋げるものになると期
待しています（食学については別の機会に改めてご説明いたします）。
　さらに本年11月、本研究科の国際連携の実績と優れた提案が認めら
れ、日本学術振興会：大学の世界展開力強化事業「アジア型デンティス

トリーコンソーシアムによるマルチモーダルなグローバルリーダー育成」
が採択されました。歯学系は全国で唯一、東北大学では本研究科のみの
採択であり、国際力の高い研究科として大きな期待が寄せられています
（詳細は本Newsletterの記事をご覧下さい）。

　今、日本の大学の未来を賭けた新たな動きが加速しています。「世界と
伍する研究大学」を複数選定して10兆円規模のファンドを投入し、選定
された大学はファンドと自己資金をマッチングさせて運用し、その運用益
（年率3%程度）で大学運営を行うというもので、日本の大学の研究力低
下を食い止め、反転上昇を目指す前例のない高等教育政策です。明治
維新に匹敵する文教改革とも言われています。東北大学は研究大学の
候補にあがっておりますが、その選定条件の一つとして、大学の自己資
金、すなわち基金の規模が挙げられています。これまでの助成金に頼る
運営ではなく、自己資金を集めてそれをファンドとマッチングさせ、高度
で魅力的な研究や教育を創出し、そこから知的財産等を生み出して組織
的・財政的に持続的に成長していくことが求められるのです。大野総長
はこの新たな大学像を「成長する公共財」と名付けています。私たち歯学
研究科も、本学の一員として貢献することが必要です。
　これを実現するために、皆様方に、是非とも東北大学基金の形成にお
力添え頂きたいと望んでいます。その受け口として、歯学研究科では東
北大学基金の中に用途を限定した特定基金「歯学教育研究支援基金」
を、本年8月に設置させて頂きました。本基金は、研究大学の研究科に相
応しい教育研究活動や環境整備のために使用させて頂きます。本基金
へのご寄附は、東北大学のホームぺージから行うことができ、ご寄附頂
いた方々には顕彰と魅力的な特典をご用意いたしました。歯学研究科の
力強いサポーターとして皆様のご支援を心よりお願い申し上げますとと
もに、私たち自身が皆様にとって「誇りと愛着の持てる研究科」となるよ
う、さらなる努力を重ねて行く所存です。

●歯学教育研究支援基金へのご寄附はこちらから
　【http://www.dent.tohoku.ac.jp/kikin/】

　日頃よりみなさまには歯学研究科・歯学部にご支援いただきありがとうございます。今
回の号では巻頭言にて研究科長から、歯学教育研究支援基金についてご説明させていた
だいております。NEWSLETTERの間に基金の払込取扱票兼寄附申込書とその他寄附方
法についてのご案内を折り込んでおりますので、合わせてご確認いただけますと幸いです。 
今後とも情報発信に努めて参りますので変わらぬご支援ご協力のほどよろしくお願いいた
します。 （記　角野）

令和3年6月18日（金）～20日（日）にオンラインで開催された、第130回日
本補綴歯科学会学術大会で、加齢歯科学分野の伊藤和花菜先生、小宮
山貴将助教らのグループが日本補綴歯科学会の優秀ポスター賞を受賞
しました。
令和3年7月21日（水）～24日（土）にオンラインで開催された、第99回国際
歯科研究学会（IADR）で、分子・再生歯科補綴学分野の大学院生Miao 
Xinchaoさんが、IADR Arthur R. Frechette Awardを受賞しました。
令和3年9月1日（水）～3日（金）にオンラインで開催された、日本セラミック
ス協会第34回秋季シンポジウム 特定セッションにおける口頭発表で、顎口
腔機能創建学分野の濱井瞭助教が若手優秀発表賞を受賞しました。
令和3年9月24日（金）に片平キャンパスの魯迅の階段教室で藤野先生記
念奨励賞授与式が行われ、国際連携イノベイティブ歯学分野の馬奥博さ
んが東北大学藤野先生記念奨励賞を受賞しました。
令和3年9月29日（水）～30日（木）にオンラインで開催された、2021年度 東
北大学金属材料研究所共同研究ワークショップ・日本バイオマテリアル学
会東北ブロック講演会における学生ポスター発表で、顎顔面・口腔外科学
分野大学院生の奥山喬介さんが優秀ポスター発表賞を受賞しました。
令和3年10月9日（土）～10日（日）にオンラインで開催された、第49回日本
歯科麻酔学会学術集会における口演発表基礎研究部門で、歯科口腔麻
酔学分野大学院博士課程3年の佐々木晴香さんが最優秀発表賞（デンツ
プライシロナ賞）を受賞しました。
令和3年10月16日（土）～17日（日）にオンラインで開催された、日本歯科
理工学会・第78回学術講演会における口頭発表で、歯学イノベーションリ
エゾンセンター／顎口腔機能創建学分野の塩飽由香利助教が企業賞を
受賞しました。
令和3年10月16日（土）～17日（日）にオンラインで開催された、日本歯科
理工学会・第78回学術講演会で、歯科生体材料学分野大学院生の戸川
元一さんが企業賞を受賞しました。

  11月22日（月）、大会議室において白衣授与式を挙行しました。今年度は
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から代表学生、歯学部同窓会会
長、関係教員のみを出席者とし、学生と保護者の皆様に向けてオンライン
配信をしました。髙橋信博歯学部長から「プロフェッショナルとしての覚
悟・自覚・プライドを胸に秘め、常に患者さんに寄り添い一緒に歩むことが
できる素晴らしい歯科医師を目指し今後進んでください。今日はその第一
歩の日です。」と激励の言葉とともに代表学生へ白衣が授与されました。
　引き続きオンラインにて学部学生の保護者を対象とした保護者会を開
催し、大学院進学や歯科医師の将来などについて質疑応答や意見交換を
行いました。今後の教育研究に活かす所存です。
 この度授与された白衣の準備にあたっては、歯学部同窓会から多大なる
ご支援・ご寄付を頂戴しております。東北大学歯学部教職員・学生一同心
より厚く御礼申し上げます。

・

・

・

・

・

・

・

・

　東北大学歯学部が令和3年12月から令和4年9月までの第54回
全日本歯科学生総合体育大会の事務主管校になります。この2年
間はオールデンタルが開催されませんでした。COVID-19の感染拡
大が終息しつつある現在、学生の成長の場として総合体育大会を
できるだけ開催したいと考えています。約7000名が参加する大会
ですので難しい舵取りになりますが、大会会長の髙橋学部長と大
会実行委員長の中尾美希さん（3年生）を中心に教員・職員・学生
がワンチームになって、細心の注意を払って無事に運営できるよう
に頑張ります。

東北大学大学院歯学研究科長

髙橋  信博

歯科薬理学分野  教授 若森　実

令和3年度歯学研究科研究者育成プログラム採択者
Miao Xinchao
Han Sili
Liu Shan

分子・再生歯科補綴学
口腔生化学
口腔生化学

D4
D4
D3

　昨年に続き今年もオンラインオープンキャンパスを開催中です。
「AR記念撮影」などスペシャルコンテンツも充実しているのでぜひご
覧ください。

https://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-opencampus/

▲授与式後に出席者で記念撮影をしました

※ 学年は令和3年度時点
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福島第一原発事故の影響を乳歯で調査
現在のところ汚染認められず

プレスリリース一覧（2021年6月-2021年11月）
2021年 6月18日
2021年 7月 2日
2021年 7月12日
2021年 7月29日
2021年10月29日
2021年11月 1日
2021年11月 8日

口腔内細菌に対するエタノールの二面的生物作用 ―発がん物質産生基質としての働きと静菌・殺菌作用―
母親の産後うつや愛着低下が子どもの歯磨き習慣へ与える影響
歯を失った人でも入れ歯・ブリッジを使っていると体重減少のリスクが約37％低下（歯が0～19本の場合）
指定難病シェーグレン症候群のモデルマウスを開発
炎症による骨吸収を抑える免疫環境を導くチタンナノ表面形態 ―毛羽立ち状ナノ突起によるマクロファージの機能制御―
がん細胞の糖代謝に対する酸素濃度急変動の影響
大学院歯学研究科とＮＴＴドコモが共同開発する歯周病・顎関節症発見AIの実証実験を開始 ～2022年度の実用化を目指す～

 

東北大学グローバルリーダーのご紹介

教授就任のご挨拶
歯学イノベーションリエゾンセンター
異分野融合部門　教授 金髙　弘恭

歯学研究科の世界展開力強化
～アジア型デンティス
トリーコンソーシアム
によるマルチモーダル
なグローバルリーダー
育成～

▲事業の概念図

洪　光
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グローバル展開 新任教授紹介

歯学イノベーションリエゾンセンター
国際連携推進部門　教授

南部　歩乃佳6年生 6年生 毛　雪竹

　このたび、文部科学省の令和3年度「大学の世界展開力強化事業～ア
ジア高等教育共同体形成促進～」に、歯学研究科の提案「アジア型デン
ティストリーコンソーシアムによるマルチモーダルなグローバルリー
ダー育成」が採択されました。歯学系は全国で唯一、東北大学では本研
究科のみの採択であり、国際力の高い研究科として大きな期待が寄せら
れています。
　「大学の世界展開力強化事業」は、国際的に活躍できるグローバル人
材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し、高等教育の質
の保証を図りながら、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入
を行う事業対象国・地域の大学との国際教育連携の取組を支援すること
を目的として、文部科学省において2011年度から開始された事業です。
　令和3年度は、日中韓3カ国が合意したトライアングル交流事業「キャン
パス・アジア」の第3モードとして、当該3カ国に加えてASEAN諸国の大学
との間で、質の保証を伴った交流プログラムを実施する事業が対象です。

　歯学研究科では、世界の歯学基幹校との連携を強化し、歯学国際ネッ
トワークの構築および産学官国際連携の強化を通し、日本のリーダー
シップのもと東北大学にアジア地域における歯学教育研究・歯科医療の
拠点基盤を構築し、アジアにおける優位性を確保・維持しながら歯学国
際共同教育研究・歯科医療産業の世界展開に寄与するというグローバ
ルビジョンを掲げております。
　本事業では中国の北京大学および四川大学、韓国のソウル大学校お
よび延世大学校、タイのチュラロンコーン大学、インドネシアのインドネ
シア大学と連携を強化し、日中韓泰尼によるアジア型デンティストリー
コンソーシアムを形成し、文理異分野連携型・産学官連携型の歯学教育
を通じた多様な価値観を受容し相互理解を深める学生交流および国際
連携教育プログラムを提供する。これらを通じて、アジアの環境・ニーズ
に合ったアジアスタンダードに基づく歯学教育研究・歯科医療（アジア
型デンティストリー）の確立・普及と、これに貢献し得る多様な視点から
アジアの歯科医療・口腔保健ならびにその技術革新を先導するリーダー
人材（マルチモーダルなグローバルリーダー）の養成を目指します。

　私は一年次からTGLプログラムに取り組んでおり、アメリカ、香港、インド
ネシアに留学する機会を頂きました。そこで、世界の歯学生たちと自分との
歯学への意識のギャップを感じ、さらに情熱を持って勉学に励もうと思うよ
うになりました。昨年はコロナ禍で、ほとんど毎日国際歯科保健分野で基礎
研究をさせて頂きました。沢山の英語論文を読み、研究を進める日々を過ご
したことが追い風となり、
要件であるTOEICスコア
を達成したため、無事グ
ローバルリーダーの認定
を得ることができました。
この経験を生かし、将来
は研究者として国際的に
活躍したいと考えており
ます。今後ともご指導ご
鞭撻のほどお願い申し上
げます。

2021年8月6日（金）、東北大学片平さくらホールにて、2021年度第1回「東北大学グローバルリーダー育成プログラム（以下、TGLプログラム）グローバルリー
ダー認定証授与式」が開催されました。グローバルリーダー認定証はTGLプログラムに参加し所定の条件を満たしてグローバルリーダーに認定された学生に
授与されます。今回歯学部では、南部 歩乃佳さんと毛 雪竹さんが認定されました。

　コロナ禍といったら、移動制限、会食禁止など不便なことがたくさんあります
よね。しかし、私はコロナ禍で授業がオンラインになったからこそ、グローバル
リーダーに認定されることができました。グローバルリーダー認定の必須条件
の一つのグローバルゼミという川内キャンパスで行われるゼミがあります。歯
学部の学生はこのような全学の授業を一年生の時しか受講する機会がありま
せんが、私は韓国語の授業の時間と重なったため、グローバルゼミの受講をあ
きらめました。コロ
ナ禍でオンライン
受講が可能になっ
て、私は五年生の
後期、臨床実習が
終わった後キャン
パスを移動すること
がなく、グローバル
ゼミを受講すること
ができました。この
ように、コロナ禍も
禍福倚伏でいいこ
ともありますね。

　2020年11月16日付で東北大学大学院歯学研究科・歯学イノベーショ
ンリエゾンセンター異分野融合部門の教授を拝命しました金髙弘恭と申
します。
　私は1993年に東北大学歯学部を卒業（23回生）後、大学院歯学研究科に
進学、歯科矯正学講座に入局しました。当時の歯科矯正学講座では、最新
のアメリカ式教育システムが取り入れられており、三谷英夫先生のもと、溝
口到先生、五十嵐薫先生ら、錚々たるメンバーに歯科矯正学の基礎から臨
床をしっかりとご教授いただきながら、先天異常を含む不正咬合に対する
矯正歯科治療について研鑽を積みました。大学院卒業後は、歯科矯正学講
座で臨床、教育、研究にあたっておりましたが、2002年から2003年にかけ、
米国イリノイ大学シカゴ校へ文部科学省在外研究員として留学し、歯科矯
正学講座のCarla A. Evans教授（現：ボストン大学教授）ご指導の元、アメリ
カにおける最新の臨床技術、臨床研究の知見を得ることができました。
　帰国後、矯正歯科外来医長を務めた後、2007年に東北大学テニュアト
ラックプログラム「若手研究者の自立的研究環境整備の促進事業」に採用

され、PIの准教授として独自の研究室を持つことになりました。医歯工学
連携を主体とする異分野融合研究に取り組み、世界的にもトップレベルの
若手研究者とのかけがえのない出会いを得ることができました。2011年、
歯学イノベーションリエゾンセンター設置に伴い、歯学研究科へ戻ること
となり、先端歯学研究に関わる異分野融合研究・産学官民連携研究をさ
らに推進していくことになります。
　異分野融合部門では、インターフェイス口腔健康科学の概念に基づき、
異分野融合の共創による先進歯科医療イノベーション創出に貢献すべく
活動を行っております。また、新規医療機器開発や機能性生体材料創製
に関する研究を通し、多角的な臨床的有用性評価により、基礎研究から社
会実装までをシームレスに繋ぐことで、研究成果による社会貢献を行って
まいります。加えて、URA機能として、研究力評価分析、「歯学」を基盤とす
る異分野融合研究推進の役割を担い、歯学研究科のさらなる発展に寄与
していきたいと考えております。
　まだまだ浅学の身ではございますが引き続き、研究、教育、臨床に一層
精励いたす所存でございますので、今後とも一層のご指導ご鞭撻を賜りま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

▲抗菌効果と骨結合能を両立したアナターゼ型二酸化チタンの創製

　福島第一原発事故により、ヒトの体内にどの程度の放射性物質が入ったかが懸念されています。東
北大学病院障がい者歯科治療部の髙橋温准教授、大学院歯学研究科環境歯学研究センターの篠田
壽名誉教授らを中心とする研究グループは、これまでに7,000本を超える乳歯を収集し、歯の中に取
り込まれた放射性物質を調べています。その結果、福島県、他県にかかわらず、原発事故前に形成さ
れた歯にも、放射性ストロンチウムや放射性セシウムが認められました。それらは今回の福島第一原
発事故由来ではないと考えられます。

　また、すでに作られた歯の二次的な汚染*もないことが明らかになりました。さらに、乳歯中の放射線
量には、これまでのところ福島県とほかの地域での違いは認められておらず、福島県内においても地域
差はありませんでした。原発事故後に作られた歯についての調査は継続中です。

　本成果は、2021年5月14日付けで英国科学誌Scientific Reportsにオンライン掲載されました。

　本研究は、以下の環境省委託事業として実施しました。1．平成25-27年度原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）：歯を用いた包
括的被ばく線量評価、2．平成28-30年度原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）：乳歯を用いた福島県在住小児の被曝線量評価、3．
平成28年度-令和2年度放射線健康管理・健康不安対策事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）：歯を用いた福島県在住小児の被ばく線量評価事業

全文は、東北大学大学院歯学研究科・歯学部ホームページのプレスリリース（2021年5月20日）をご参照ください。
*歯の二次的汚染：原発事故前に形成され、口の中にすでにある歯にも環境中から歯の表面に吸着したり、血流を介して歯の中に取り込まれたりする可能性がある。これらの事象を歯の二次的汚染とよぶ。

1997年  東北大学大学院歯学研究科 修了
1997年  東北大学歯学部 歯科矯正学講座 助手
2002年  イリノイ大学シカゴ校 歯科矯正学講座 客員研究員
2006年  東北大学病院附属歯科医療センター 矯正歯科外来医長
2007年  東北大学 特定領域研究推進支援センター 准教授
2011年  東北大学大学院歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター 准教授
2013年  独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA） 特任職員（兼務）
　現在  東北大学大学院歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター 
　　　  　異分野融合部門 教授
　　　  東北大学大学院医工学研究科 先進歯科医工学分野 教授
　　　  東北大学病院 顎口腔機能治療部（兼）

▲2019年8月 香港大学 ▲2016年8月 インドネシア アイルランガ大学

▲乳歯収集事業のポスター
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福島第一原発事故の影響を乳歯で調査
現在のところ汚染認められず
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口腔内細菌に対するエタノールの二面的生物作用 ―発がん物質産生基質としての働きと静菌・殺菌作用―
母親の産後うつや愛着低下が子どもの歯磨き習慣へ与える影響
歯を失った人でも入れ歯・ブリッジを使っていると体重減少のリスクが約37％低下（歯が0～19本の場合）
指定難病シェーグレン症候群のモデルマウスを開発
炎症による骨吸収を抑える免疫環境を導くチタンナノ表面形態 ―毛羽立ち状ナノ突起によるマクロファージの機能制御―
がん細胞の糖代謝に対する酸素濃度急変動の影響
大学院歯学研究科とＮＴＴドコモが共同開発する歯周病・顎関節症発見AIの実証実験を開始 ～2022年度の実用化を目指す～

 

東北大学グローバルリーダーのご紹介
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歯学研究科の世界展開力強化
～アジア型デンティス
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▲事業の概念図
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歯学イノベーションリエゾンセンター
国際連携推進部門　教授

南部　歩乃佳6年生 6年生 毛　雪竹

　このたび、文部科学省の令和3年度「大学の世界展開力強化事業～ア
ジア高等教育共同体形成促進～」に、歯学研究科の提案「アジア型デン
ティストリーコンソーシアムによるマルチモーダルなグローバルリー
ダー育成」が採択されました。歯学系は全国で唯一、東北大学では本研
究科のみの採択であり、国際力の高い研究科として大きな期待が寄せら
れています。
　「大学の世界展開力強化事業」は、国際的に活躍できるグローバル人
材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し、高等教育の質
の保証を図りながら、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入
を行う事業対象国・地域の大学との国際教育連携の取組を支援すること
を目的として、文部科学省において2011年度から開始された事業です。
　令和3年度は、日中韓3カ国が合意したトライアングル交流事業「キャン
パス・アジア」の第3モードとして、当該3カ国に加えてASEAN諸国の大学
との間で、質の保証を伴った交流プログラムを実施する事業が対象です。

　歯学研究科では、世界の歯学基幹校との連携を強化し、歯学国際ネッ
トワークの構築および産学官国際連携の強化を通し、日本のリーダー
シップのもと東北大学にアジア地域における歯学教育研究・歯科医療の
拠点基盤を構築し、アジアにおける優位性を確保・維持しながら歯学国
際共同教育研究・歯科医療産業の世界展開に寄与するというグローバ
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連携教育プログラムを提供する。これらを通じて、アジアの環境・ニーズ
に合ったアジアスタンダードに基づく歯学教育研究・歯科医療（アジア
型デンティストリー）の確立・普及と、これに貢献し得る多様な視点から
アジアの歯科医療・口腔保健ならびにその技術革新を先導するリーダー
人材（マルチモーダルなグローバルリーダー）の養成を目指します。

　私は一年次からTGLプログラムに取り組んでおり、アメリカ、香港、インド
ネシアに留学する機会を頂きました。そこで、世界の歯学生たちと自分との
歯学への意識のギャップを感じ、さらに情熱を持って勉学に励もうと思うよ
うになりました。昨年はコロナ禍で、ほとんど毎日国際歯科保健分野で基礎
研究をさせて頂きました。沢山の英語論文を読み、研究を進める日々を過ご
したことが追い風となり、
要件であるTOEICスコア
を達成したため、無事グ
ローバルリーダーの認定
を得ることができました。
この経験を生かし、将来
は研究者として国際的に
活躍したいと考えており
ます。今後ともご指導ご
鞭撻のほどお願い申し上
げます。
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1997年  東北大学歯学部 歯科矯正学講座 助手
2002年  イリノイ大学シカゴ校 歯科矯正学講座 客員研究員
2006年  東北大学病院附属歯科医療センター 矯正歯科外来医長
2007年  東北大学 特定領域研究推進支援センター 准教授
2011年  東北大学大学院歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター 准教授
2013年  独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA） 特任職員（兼務）
　現在  東北大学大学院歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター 
　　　  　異分野融合部門 教授
　　　  東北大学大学院医工学研究科 先進歯科医工学分野 教授
　　　  東北大学病院 顎口腔機能治療部（兼）

▲2019年8月 香港大学 ▲2016年8月 インドネシア アイルランガ大学

▲乳歯収集事業のポスター



ニュースの詳細は、歯学研究科ホームページをご覧ください。
http://www.dent.tohoku.ac.jp/

※令和3年12月時点の行事予定です。新型コロナウイルスの影響により変更の可能性があります。

■NEWS（令和3年6月～令和3年11月） 

■令和3年度行事予定（令和3年12月～令和4年4月）

12月3日(金)
1月29日(土)、30日(日)
2月12日(土)
2月25日(金)、26日(土)
3月16日(水)
3月25日(金)
4月6日(水)
4月7日(木)

大学院入試（2次）
歯科医師国家試験
学部AO入試Ⅲ期（第2次選考）
学部一般選抜入試（個別学力試験）
歯科医師国家試験合格発表
学位記授与式、謝恩会
入学式、歯学研究科オリエンテーション
歯学部オリエンテーション

■

■

令和3年度歯学部白衣授与式を挙行しました

■オンラインオープンキャンパス2021開催中

 

“オールデンタル” 事務主管について

■人事（令和3年5月～11月）

昇任
昇任
採用
採用
採用
採用
任期満了

8月
8月
8月
8月
9月

11月
5月

高橋 温
庄司 憲明
眞柳 弦
西岡 貴志
梶川 哲宏
竹内 研時
相田 潤

准教授
准教授
講師
講師
講師
准教授
教授

病院 障がい者歯科治療部
歯科医用情報学分野
歯学イノベーションリエゾンセンター
歯学イノベーションリエゾンセンター
病院 歯周病科
国際歯科保健学分野
歯学イノベーションリエゾンセンター

  

With/Postコロナと研究大学への道：
歯学教育研究支援基金へのご協力のお願い
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　皆様、お元気にお過ごしでしょうか。
　新型コロナウイルス感染症の拡大の中で研究科長に就任して1年半
が過ぎました。戸惑いながらも、大学病院、医学系研究科等と共に星陵
地区としてのコロナ感染予防対策を行い、その中にあっても学生教育の
質と量を落とさぬようオンライン授業や講義室・実習室の連結による授
業、それを可能とするポータブル歯科ユニットの導入を行い、さらに
With/Postコロナ時代を見据えたデジタル歯学の導入検討を精力的に
進めてきました。コロナ禍は災害級の試練となりましたが、その中で大学
教育や働き方の再考をもたらしたことは収穫の一つと言えましょう。
　一方、2017年に東北大学は指定国立大学となり、大野英男総長の
リーダーシップのもと、歯学研究科として、研究力、国際力、社会共創力
を高めることが強く求められています。昨年4月に「歯学イノベーションリ
エゾンセンター」を研究科附属教育研究施設に格上げし、その「横ぐし機
能」を活かして個々の分野の教育・研究を繋ぎ、国際連携の一元化を強
化することで、様々なプロジェクトを「オール研究科」で実施可能となり
ました（図）。その基盤となる「インターフェイス口腔健康科学」のコンセ
プトは来年で創出20周年を迎え、様々なプロジェクトを生み出しながら
成長を続けています。昨夏には、「すべての食物は口から入る」「食は心身
の健康のみなもと」との考えから、歯学と食品科学と栄養学を連携・融合
する新たな学問「食学」を立ち上げました。インターフェイス口腔健康科
学が「口腔と歯学の再定義」だとすれば、「食学」は、その中で歯学の独自
性と普遍性を具現し、歯学をSDGsや社会共創に繋げるものになると期
待しています（食学については別の機会に改めてご説明いたします）。
　さらに本年11月、本研究科の国際連携の実績と優れた提案が認めら
れ、日本学術振興会：大学の世界展開力強化事業「アジア型デンティス

トリーコンソーシアムによるマルチモーダルなグローバルリーダー育成」
が採択されました。歯学系は全国で唯一、東北大学では本研究科のみの
採択であり、国際力の高い研究科として大きな期待が寄せられています
（詳細は本Newsletterの記事をご覧下さい）。

　今、日本の大学の未来を賭けた新たな動きが加速しています。「世界と
伍する研究大学」を複数選定して10兆円規模のファンドを投入し、選定
された大学はファンドと自己資金をマッチングさせて運用し、その運用益
（年率3%程度）で大学運営を行うというもので、日本の大学の研究力低
下を食い止め、反転上昇を目指す前例のない高等教育政策です。明治
維新に匹敵する文教改革とも言われています。東北大学は研究大学の
候補にあがっておりますが、その選定条件の一つとして、大学の自己資
金、すなわち基金の規模が挙げられています。これまでの助成金に頼る
運営ではなく、自己資金を集めてそれをファンドとマッチングさせ、高度
で魅力的な研究や教育を創出し、そこから知的財産等を生み出して組織
的・財政的に持続的に成長していくことが求められるのです。大野総長
はこの新たな大学像を「成長する公共財」と名付けています。私たち歯学
研究科も、本学の一員として貢献することが必要です。
　これを実現するために、皆様方に、是非とも東北大学基金の形成にお
力添え頂きたいと望んでいます。その受け口として、歯学研究科では東
北大学基金の中に用途を限定した特定基金「歯学教育研究支援基金」
を、本年8月に設置させて頂きました。本基金は、研究大学の研究科に相
応しい教育研究活動や環境整備のために使用させて頂きます。本基金
へのご寄附は、東北大学のホームぺージから行うことができ、ご寄附頂
いた方々には顕彰と魅力的な特典をご用意いたしました。歯学研究科の
力強いサポーターとして皆様のご支援を心よりお願い申し上げますとと
もに、私たち自身が皆様にとって「誇りと愛着の持てる研究科」となるよ
う、さらなる努力を重ねて行く所存です。

●歯学教育研究支援基金へのご寄附はこちらから
　【http://www.dent.tohoku.ac.jp/kikin/】

　日頃よりみなさまには歯学研究科・歯学部にご支援いただきありがとうございます。今
回の号では巻頭言にて研究科長から、歯学教育研究支援基金についてご説明させていた
だいております。NEWSLETTERの間に基金の払込取扱票兼寄附申込書とその他寄附方
法についてのご案内を折り込んでおりますので、合わせてご確認いただけますと幸いです。 
今後とも情報発信に努めて参りますので変わらぬご支援ご協力のほどよろしくお願いいた
します。 （記　角野）

令和3年6月18日（金）～20日（日）にオンラインで開催された、第130回日
本補綴歯科学会学術大会で、加齢歯科学分野の伊藤和花菜先生、小宮
山貴将助教らのグループが日本補綴歯科学会の優秀ポスター賞を受賞
しました。
令和3年7月21日（水）～24日（土）にオンラインで開催された、第99回国際
歯科研究学会（IADR）で、分子・再生歯科補綴学分野の大学院生Miao 
Xinchaoさんが、IADR Arthur R. Frechette Awardを受賞しました。
令和3年9月1日（水）～3日（金）にオンラインで開催された、日本セラミック
ス協会第34回秋季シンポジウム 特定セッションにおける口頭発表で、顎口
腔機能創建学分野の濱井瞭助教が若手優秀発表賞を受賞しました。
令和3年9月24日（金）に片平キャンパスの魯迅の階段教室で藤野先生記
念奨励賞授与式が行われ、国際連携イノベイティブ歯学分野の馬奥博さ
んが東北大学藤野先生記念奨励賞を受賞しました。
令和3年9月29日（水）～30日（木）にオンラインで開催された、2021年度 東
北大学金属材料研究所共同研究ワークショップ・日本バイオマテリアル学
会東北ブロック講演会における学生ポスター発表で、顎顔面・口腔外科学
分野大学院生の奥山喬介さんが優秀ポスター発表賞を受賞しました。
令和3年10月9日（土）～10日（日）にオンラインで開催された、第49回日本
歯科麻酔学会学術集会における口演発表基礎研究部門で、歯科口腔麻
酔学分野大学院博士課程3年の佐々木晴香さんが最優秀発表賞（デンツ
プライシロナ賞）を受賞しました。
令和3年10月16日（土）～17日（日）にオンラインで開催された、日本歯科
理工学会・第78回学術講演会における口頭発表で、歯学イノベーションリ
エゾンセンター／顎口腔機能創建学分野の塩飽由香利助教が企業賞を
受賞しました。
令和3年10月16日（土）～17日（日）にオンラインで開催された、日本歯科
理工学会・第78回学術講演会で、歯科生体材料学分野大学院生の戸川
元一さんが企業賞を受賞しました。

  11月22日（月）、大会議室において白衣授与式を挙行しました。今年度は
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から代表学生、歯学部同窓会会
長、関係教員のみを出席者とし、学生と保護者の皆様に向けてオンライン
配信をしました。髙橋信博歯学部長から「プロフェッショナルとしての覚
悟・自覚・プライドを胸に秘め、常に患者さんに寄り添い一緒に歩むことが
できる素晴らしい歯科医師を目指し今後進んでください。今日はその第一
歩の日です。」と激励の言葉とともに代表学生へ白衣が授与されました。
　引き続きオンラインにて学部学生の保護者を対象とした保護者会を開
催し、大学院進学や歯科医師の将来などについて質疑応答や意見交換を
行いました。今後の教育研究に活かす所存です。
 この度授与された白衣の準備にあたっては、歯学部同窓会から多大なる
ご支援・ご寄付を頂戴しております。東北大学歯学部教職員・学生一同心
より厚く御礼申し上げます。

・

・

・

・

・

・

・

・

　東北大学歯学部が令和3年12月から令和4年9月までの第54回
全日本歯科学生総合体育大会の事務主管校になります。この2年
間はオールデンタルが開催されませんでした。COVID-19の感染拡
大が終息しつつある現在、学生の成長の場として総合体育大会を
できるだけ開催したいと考えています。約7000名が参加する大会
ですので難しい舵取りになりますが、大会会長の髙橋学部長と大
会実行委員長の中尾美希さん（3年生）を中心に教員・職員・学生
がワンチームになって、細心の注意を払って無事に運営できるよう
に頑張ります。

東北大学大学院歯学研究科長

髙橋  信博

歯科薬理学分野  教授 若森　実

令和3年度歯学研究科研究者育成プログラム採択者
Miao Xinchao
Han Sili
Liu Shan

分子・再生歯科補綴学
口腔生化学
口腔生化学

D4
D4
D3

　昨年に続き今年もオンラインオープンキャンパスを開催中です。
「AR記念撮影」などスペシャルコンテンツも充実しているのでぜひご
覧ください。

https://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-opencampus/

▲授与式後に出席者で記念撮影をしました

※ 学年は令和3年度時点


